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プロフェッショナルデザインキャンプは、参加者同⼠の共創を通
じて、未来に求められる新たな価値を⽣み出し、そのプロセスを
学び合う場です。今回は3年振りに対⾯形式での開催とし、さま
ざまな企業から集う参加者でチームを組み、共通のテーマのもと
で、２⽇間で新たな価値の創出を試みていただきます。
また、未来に向けた価値創出のプロセスを学ぶだけでなく、異業
種の企業間でのコラボレーションのファーストステップの場とし
ていただくことを⽬指します。
ワークショップを充実させるために事前のプレミーティング（リ
モート形式）も予定しており、こちらへも参加いただきます。

デジタル技術の進化が
もたらすコミュニケー

ションの変容を
どう⽣きる？

〜 仮想と現実の■
間に広がる

■ビジネスの可能性 〜



ファシリテータ―

テーマ

喜多 千草／Chigusa Kita
京都⼤学 ⽂学研究科 現代⽂化学専攻 現代⽂化学講座 教授
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講 師

デジタル技術の進化がもたらすコミュニケーションの変容をどう⽣きる？
〜仮想と現実の間に広がるビジネスの可能性〜

「（仮）未来予測と技術 コミュニケーションの変容を題材に」

伊藤 孝⾏／Takayuki Ito
京都⼤学 情報学研究科 社会情報学専攻 社会情報ネットワーク講座 教授

1986年京都⼤学⽂学部卒業、1999年同⼤学院⽂学研究科修⼠課程修了。 2002年同⼤学院⽂学研究科博⼠
課程学位取得修了。 博⼠（⽂学）。2009年から10年にかけてスタンフォード⼤学のH-STAR Institute に
visiting scholarとして在籍し、Terry Winograd教授のもとでd-schoolの活動に参加する。著書に『イン
ターネットの思想史』（2003、同年⽇経BP社BizTech図書賞受賞）『起源のインターネット』（2005）な
ど。トヨタ財団より助成⾦を受けたチームによる「帰国・外国⼈児童⽣徒教育のための情報検索ツールの
開発および実⽤化」で、⼈⼯知能学会の現場イノベーション賞：⾦賞受賞（2014）。

コミュニケーションの変⾰について、シナリオプランニングをベースとした⼿法で未来の社会を探索した後
に、未来への対応を考えます。

⼈との接触が制限されるコロナ禍によるマインドの変化とICT技術の進展により、テレワーク／リモート会
議の急速な普及や蜜を避ける⾏動制限など、コミュニケーションを中⼼に⼤きな⾏動変容が、⽣活⾯や仕事⾯
において起こりました。そして、通信（5Gから6Gへ）、メタバース、などのICT技術が今後も更に進化するこ
とが予想され、リモート／バーチャルな活動がより促進されそうです。

今回のプロフェッショナルデザインキャンプでは、専⾨家からコミュニケーションの変⾰の歴史や技術動向
を聞き、ワークショップを通して参加者が協⼒してそれぞれが属する組織が未来社会に貢献するための事業ア
イデアをデザインします。

さまざまな企業からの参加者の知⾒を結集して、将来のビジネスチャンスを掴むアイデアづくりを体験しま
しょう。

平成12年名⼯⼤博⼠後期課程修了。博⼠（⼯学）。JSPS特別研究員。平成13年JAIST助教授。平成15年名
⼯⼤助教授。平成26年名⼯⼤教授。令和2年京都⼤学教授。USC、ハーバード、 MIT（2回）の客員研究員。
内閣府最先端次世代プログラム、さきがけ、CREST代表研究者（2回）。IFAAMAS理事。⼈⼯知能学会功
績賞と業績賞、JSPS賞、⽂部科学⼤⾂表彰科学技術賞、⽂部科学⼤⾂表彰若⼿科学者賞、情報処理学会⻑
尾真記念特別賞、⽇本ソフトウェア科学会基礎研究賞、IPA未踏スーパークリエータなど。

「（仮）ハイパーデモクラシーに向けて：AIによる⼤規模合意形成⽀援」

NPO法⼈ 場とつながりラボhome's vi
荒川 崇志／Takashi Arakawa

NPO法⼈ 場とつながりラボhome's vi
⼭本 彩代／Sayo Yamamoto



カリキュラム

PRE // 7/19（⽕） 14:00〜17:00 DAY1 // 7/25（⽉） 9:30〜17:30
（〜懇親会）A DAY2 // 7/26（⽕） 9:30〜17:30

プレミーティング
（オープニング）

トレンドの探求
未来を描く

⾃組織の役割の追求
事業アイデアの創出
クロージング

※内容は状況により変更する場合がございますのでご了承ください。

主な流れとキーワード

・現在起こっていることの観察・整理
・インプット②京都⼤学情報学研究科 伊藤 孝⾏ 教授トレンドの探求

・理念の探求
・事業を取り巻く環境の探求⾃組織の役割の探求

未来を描く ・未来に起こりうることの探求
・未来シナリオの作成

事業アイデアの創出
・実現したい状態の探求
・相⼿の会社（個⼈）にやってほしい事業アイデアの提案
・⾃社の事業アイデアの創出

・まとめ
・チェックアウトクロージング

・チェックイン
・ガイダンス
・インプット①京都⼤学⽂学研究科 喜多 千草 教授
・宿題の説明

プレミーティング
（オープニング）1

2

3

4

5
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普段の業務では体験しえない切
り⼝からの思考の時間、講義の

時間が有意義でした。

同じ会社の⼈ばかりで集まってブ
レストするより、違う会社の⽅と
話すことがいかに頭を柔らかくし
てくれるか痛感しました。

前回の様⼦・参加者の声
2021年度は、10⽉14⽇・21⽇〜22⽇の2.5⽇間で

「まさかに備える未来デザイン」〜コロナの次は、何が来る︖〜
というテーマで実施しました。
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⽇ 程 2022年7⽉19⽇(⽕)PM、25⽇(⽉) 〜 26⽇(⽕)

会 場

7⽉19⽇PM
オンライン（Zoom）
※受講予定の環境でZoomが使⽤可能なことをご確認のうえ、お申込みください。

7⽉25⽇〜26⽇
京都⼤学百周年時計台記念館（国際交流ホール1）

京都市左京区吉⽥本町
http://kyoto-u.ac.jp/ja/clocktower/

想定する参加者

⼀定の業務経験を有する若⼿（⼊社5〜15年）以上の⽅で、以下の何れかに該当する⽅
・イノベーションに意欲がある
・異業種とのコラボレーションに関⼼がある

※社内への波及効果を⾼めるため、各社2名以上でのご参加をおすすめいたします。

参加のメリット
・デザインイノベーションの⽅法論を学ぶ
・異業種とのコラボレーション⼒の獲得と⼈的ネットワーク構築
・各種デザイン⼿法の習得
・新たなビジネスアイデア獲得

定 員 30名程度

参加費

S会員 無料
A･E会員 120,000円
B会員 150,000円
⾮会員 180,000円
学⽣(※)(若⼲名) 無料 ※京都⼤学デザイン学⼤学院連携プログラム 履修者
・お⽀払い⽅法は請求書払いとなります。開催後に請求書をお送りいたします。

申込⽅法 京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアムのWebよりお申込みください
http://designinnovation.jp/program/professional-design-camp/pdc09.html

申込〆切 2022年7⽉1⽇（⾦）

キャンセル規程

・お申込み後のキャンセルはご遠慮願います。
・参加者のご都合によりお申込み後にキャンセルされる場合は、以下のキャンセル料を

申し受けます。
開催⽇の7⽇前から前々⽇：参加費の30％
開催⽇の前⽇から当⽇ ：参加費の100％

主 催 京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアム

後 援 京都⼤学デザイン学リーディング⼤学院

問合せ先
京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアム事務局
公益財団法⼈京都⾼度技術研究所 内 担当：野⽊
Tel： 075-323-7073 ／ E-mail：info@designinnovation.jp 

【留意事項】
• 新型コロナウイルス感染症の状況等によっては開催を延期とさせて頂くことがあります。開催延期に伴う不利益についてはご

容赦ください。（鉄道や宿泊施設のキャンセル費の発⽣等）
• Day1の終了後に簡単な懇親会を予定しています。懇親会の開催有無を含め、詳細は、新型コロナの状況に鑑みて、後⽇改めて

ご案内いたします。
• プロフェッショナル・デザインキャンプ（以下「キャンプ」という。）で⽣じたアイデアについては、共創の場としての性格

上、既に産業財産権が出願されているものを除き、公知のものとし、その活⽤は⾃由とします。キャンプで新規に⽣じた著作
権については、著作者に帰属しますが、京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアム（以下「コンソーシアム」とい
う。）が作成する資料への使⽤並びに参加者及び参加者所属組織への再使⽤を許諾するものとします。

• キャンプ実施のために必要となる既存の知財・研究成果・データは、参加者に予めその帰属を明⽰するものとします。ただし、
当該知財・研究成果・データに関するNDA を参加者に求めることはしないものとします。

• キャンプの結果は、主催・後援団体の発表会・Web・ニューズレター・各種展⽰を通じて公開します。
• キャンプには、全⽇程を通してのご参加をお願いいたします。
• キャンプの様⼦は、写真・ビデオ撮影を⾏わせていただきます。また、撮影した写真・動画は、コンソーシアム及び京都⼤学

デザインスクールの広報⼿段、講演資料、マスメディア提供資料、書籍などに⽤いる場合があります。個⼈が特定されないよ
う加⼯することをご希望の⽅は、キャンプ期間中に実⾏委員会に連絡をお願い致します。各グループの成果の概要は、Webや
パンフレット等の各種広報物にて公開させていただきます。

開催要項
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